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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

平成29年6月21日(水)13時00分～13時40分に、九州大学病院キャンパス総合研究棟105号室において、
九州大学大学院医学系学府保健学専攻・ユンヨンス氏の博士学位論文審査が行われた。論文名は“M
onte Carlo simulation-based feasibility study of novel indirect flat panel detector system for removin
g scatter radiation”（散乱線除去率を改善するための新しい間接変換型フラットパネルディテクタ
に関するシミュレーション研究）であり、散乱線除去機能を持つフラットパネルディテクタ(FPD)
（間接変換型）の構造を新規に考案し、その有用性をモンテカルロシミュレーションで検討した研

究である。

 現在の診断X線装置ではスクリーン・フィルム系などのアナログシステムからFPDなどを用いた
ディジタルシステムに移行している。ディジタル時代になった現在でも、散乱線は画質（鮮鋭度や

ノイズ特性）を劣化させ、診断を妨げる要因の一つである。しかし、散乱X線を除去するために、
アナログ時代から大きく変化していないグリッドが使用されており、ディジタルシステムに適合し

ているとは言い難い。そこで、ディジタルシステムのための散乱線除去法が望まれる。本論文では

散乱線除去機能を持つFPDを新たに考案し、その有用性をモンテカルロシミュレーションで検討し
た。

 基本的なアイディアはFPDのピクセル周辺の不感領域に合わせて網状の鉛箔をグリッドのように
組み込むことで、FPDに散乱線除去機能を持たせたことである。提案するFPDは、全ての管電圧領
域でグリッドなしや平行グリッドと比較して高い散乱線除去率を示し、またグリッドなしと比べて

高いコントラストが得られた。さらに入射X線に対して埋め込んだ鉛箔の縦成分と横成分の効果を
調べたところ、縦成分の方が高いグリッド露出倍数を示し、FPD面に対して斜めにX線が入射した
場合、鉛箔の縦成分が悪影響を及ぼすことを明らかにした。したがって、本研究で考案したFPD構
造を撮影目的に合わせて最適化を行えば、提案のFPDを臨床応用できる可能性がある。
 学位論文審査会において、放射線技術科学、臨床医学、医学物理学の立場から多面的に質問を行

ったが、的確に回答し質問者の十分な理解が得られた。本研究で新規に開発したFPDは画像診断の
向上に大きく寄与すると考え、調査委員の合議の結果、本論文は「博士（保健学）」の学位に値す

ると認める。


